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衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
辺
野
古
新
基
地
建
設
に
伴
う
周
辺
建
造
物
等
の
高
さ
制
限
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答

弁
書

一
に
つ
い
て

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
を
含
め
、
米
軍
が
運
用
す
る
飛
行
場
に
つ
い
て
は
、
米
軍
が
定
め
て
い
る
飛
行
場
及
び
ヘ
リ
ポ

ー
ト
に
係
る
計
画
及
び
設
計
に
つ
い
て
の
統
一
施
設
基
準
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、当
該
基
準
に
お
い
て
は
、

航
空
機
の
安
全
な
航
行
を
目
的
と
し
て
、
飛
行
場
の
周
辺
空
間
に
進
入
表
面
、
水
平
表
面
等
の
高
さ
制
限
（
以
下
「
高
さ
制

限
」
と
い
う
。
）
を
設
定
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
新
基
地
の
標
点
と
標
高
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
普
天
間
飛
行

場
代
替
施
設
建
設
事
業
に
係
る
公
有
水
面
埋
立
承
認
願
書
に
お
い
て
は
、
北
側
滑
走
路
の
標
点
は
北
緯
二
十
六
度
三
十
一
分

二
十
四
秒
、
東
経
百
二
十
八
度
二
分
五
十
五
秒
と
、
南
側
滑
走
路
の
標
点
は
北
緯
二
十
六
度
三
十
一
分
十
五
秒
、
東
経
百
二

十
八
度
三
分
二
秒
と
、
そ
れ
ぞ
れ
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
両
滑
走
路
の
計
画
線
は
、
基
本
水
準
面
の
十
メ
ー
ト
ル
上
と
記

載
し
て
お
り
、
こ
れ
を
標
高
に
換
算
す
れ
ば
約
八
・
八
メ
ー
ト
ル
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



そ
の
上
で
、
普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
に
関
し
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
周
辺
の
個
々
の
建
造
物
が
高
さ
制
限
の
対
象
と

な
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
飛
行
場
の
運
用
形
態
等
を
踏
ま
え
、
米
軍
と
の
個
別
の
調
整
を
経
て
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
六
月
十
一
日
に
株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
株
式
会
社

（
当
時
）
及
び
沖
縄
セ
ル
ラ
ー
電
話
株
式
会
社
（
以
下
「
通
信
事
業
者
」
と
総
称
す
る
。
）
に
対
し
て
、
高
さ
制
限
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
通
信
鉄
塔
の
移
設
等
に
係
る
依
頼
を
行
い
、
同
年
八
月
十
二
日
に
沖
縄
電
力
株
式
会
社
（
以
下

「
沖
縄
電
力
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
高
さ
制
限
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
送
電
線
路
の
移
設
及
び
既
設
鉄
塔
の

撤
去
に
係
る
依
頼
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
三
十
年
四
月
十
一
日
に
独
立
行
政
法
人
国
立
高
等
専
門
学
校
機

構
沖
縄
工
業
高
等
専
門
学
校
（
以
下
「
沖
縄
高
専
」
と
い
う
。
）
及
び
地
元
自
治
会
等
に
対
し
て
、
同
月
十
二
日
に
名
護
市

に
対
し
て
、
同
月
十
六
日
に
沖
縄
県
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
高
さ
制
限
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

沖
縄
高
専
の
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
現
在
ま
で
の
米
軍
と
の
調
整
の
結
果
、
航
空
機
の
航
行
の
障
害
と
な
る
こ
と
は
な
く
、

二



安
全
面
に
問
題
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
さ
制
限
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
沖
縄

高
専
に
対
し
、
こ
の
旨
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
関
係
者
へ
の
説
明
等
を
通
じ
、
普
天

間
飛
行
場
代
替
施
設
の
建
設
事
業
に
対
す
る
理
解
を
得
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
日
米
間
の
や
り
取
り
の
詳
細
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
米
国
と
の
関
係
も
あ
り
、
差
し
控
え
た
い
。

ま
た
、
高
さ
制
限
の
適
用
除
外
に
つ
い
て
は
、
米
海
軍
航
空
シ
ス
テ
ム
司
令
部
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
お

り
、
沖
縄
高
専
の
建
造
物
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
の
航
行
の
障
害
と
な
る
こ
と
は
な
く
、
安
全
面
に
問
題
は
な
い
と
認
識
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
さ
制
限
の
適
用
除
外
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六
及
び
九
に
つ
い
て

沖
縄
電
力
の
送
電
線
路
及
び
既
設
鉄
塔
並
び
に
通
信
事
業
者
の
通
信
鉄
塔
に
つ
い
て
は
、
周
辺
の
地
形
か
ら
突
出
し
た
形

で
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
送
電
線
が
広
域
に
わ
た
り
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
周
辺
地
域
へ
の
安
全
性
の
確
保
に

万
全
を
期
す
観
点
か
ら
移
設
等
に
向
け
た
調
整
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
沖
縄
防
衛
局
は
、
平
成

二
十
七
年
八
月
十
二
日
に
、
沖
縄
電
力
に
対
し
、
送
電
線
路
の
移
設
及
び
既
設
鉄
塔
の
撤
去
に
係
る
依
頼
を
行
っ
た
と
こ
ろ

三



で
あ
る
。

他
方
、
同
年
八
月
十
日
か
ら
九
月
九
日
ま
で
の
工
事
の
中
断
に
つ
い
て
は
、
普
天
間
飛
行
場
の
危
険
除
去
と
辺
野
古
移
設

に
関
す
る
政
府
の
考
え
方
、
沖
縄
の
負
担
軽
減
を
目
に
見
え
る
形
で
実
現
す
る
と
い
う
政
府
の
姿
勢
等
を
沖
縄
県
に
対
し
て

丁
寧
に
説
明
す
る
協
議
期
間
を
確
保
す
る
た
め
に
、辺
野
古
沖
に
お
け
る
工
事
等
に
つ
い
て
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
米
軍
の
着
陸
帯
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」
の
使
用
状
況
」
に
つ
い
て
は
、
米
軍
の
運
用
に
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、

政
府
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
「
同
着
陸
帯
に
二
つ
の
正
方
形
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
」
が
存
在
す
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。

政
府
と
し
て
は
、
米
軍
機
の
飛
行
に
際
し
て
は
安
全
の
確
保
が
大
前
提
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、
米
軍
に
対
し
、

安
全
管
理
の
徹
底
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
地
元
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
求
め
て
ま
い
り
た
い
。

八
に
つ
い
て

普
天
間
飛
行
場
代
替
施
設
の
完
成
後
に
お
け
る
飛
行
経
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
に
防
衛
省
が

公
表
し
た
「
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
の
施
設
に
お
け
る
有
視
界
飛
行
経
路
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
示
し
て
い
る
と
お
り
、
離

四



陸
、
着
陸
の
い
ず
れ
も
周
辺
の
集
落
の
上
空
を
通
過
す
る
の
で
は
な
く
、
基
本
的
に
海
上
と
す
る
こ
と
で
日
米
間
で
合
意
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
方
、
当
該
公
表
に
お
い
て
、
「
気
象
（
風
向
き
、
視
界
及
び
雲
の
状
況
）
、
管
制
官
の
指
示

（
間
隔
及
び
順
序
）
、
安
全
（
緊
急
時
）
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
専
門
的
な
判
断
、
運
用
上
の
所
要
等
に
よ
り
、
航
空
機
は
図
示

さ
れ
た
場
周
経
路
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
と
し
て
い
る
と
お
り
、
航
空
機
が
場
周
経
路
か
ら
外
れ
た
飛
行
を
す
る
や
む

を
得
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
が
、
そ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
安
全
面
に
最
大
限
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
よ
う
米
軍
に
対
し
て
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

米
軍
は
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
六
号
）
第
六

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
の
安
全
に
寄
与
し
、並
び
に
極
東
に
お
け
る
国
際
の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
に
寄
与
す
る
た
め
、

我
が
国
に
お
い
て
施
設
・
区
域
を
使
用
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
米
軍
が
か
か
る
目
的
で
我
が
国
に
駐
留
す
る

こ
と
を
同
条
約
が
認
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、事
前
協
議
に
係
る
事
項
の
よ
う
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、

米
軍
が
か
か
る
目
的
の
達
成
の
た
め
、
軍
隊
と
し
て
の
機
能
に
属
す
る
諸
活
動
を
一
般
的
に
行
う
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し

て
い
る
。
か
か
る
前
提
の
下
で
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く

五



施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
）
は
、
我
が

国
に
駐
留
す
る
米
軍
が
使
用
す
る
飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
並
び
に
航
空
機
及
び
そ
の
乗
組
員
等
に
関
す
る
諸
規
定
を
置

い
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
の
趣
旨
に
鑑
み
、
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に

基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
及
び
日
本
国
に
お
け
る
国
際
連
合
の

軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
航
空
法
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
二
号
）
は
、

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
を
含
め
た
同
法
の
規
定
の
一
部
の
適
用
除

外
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

六


